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I I I  気 候 変 動 に よ る 渇 水 へ の 対 応 策  

地 球 温 暖 化 に 伴 う 気 候 変 動 に よ り ， 想 定 以 上 の 大 雨 や

洪 水 が 頻 発 し て い る 。 一 方 で 、 常 時 は 水 量 が 減 少 し 、

渇 水 の 危 機 （ 渇 水 そ の も の を 未 然 に 防 ぐ 対 策 と 読 む ）

も し ば し ば 発 生 し て い る 。 こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え て 、

以 下 の 問 い に 答 え よ 。  

 

( 1 )  気 候 変 動 に よ る 渇 水 へ の 対 応 策 を 講 じ る に あ た っ

て ， 技 術 者 と し て の 立 場 で 多 面 的 な 観 点 か ら 3 つ 課 題

を 抽 出 し ， そ れ ぞ れ の 観 点 を 明 記 し た 上 で 、 課 題 の 内

容 を 示 せ 。  

( 2 )  前 問 ( 1 )  で 抽 出 し た 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え る

課 題 を 1 つ 挙 げ ， そ の 課 題 の 解 決 策 を 複 数 示 せ 。  

( 3 )  前 問 ( 2 )  で 示 し た 解 決 策 に 共 通 し て 新 た に 生 じ う

る リ ス ク と そ れ へ の 対 策 に つ い て 述 べ よ 。   
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１ . 多 面 的 な 観 点 か ら 課 題 を 3 つ  

（ 1 ） い か に 分 野 横 断 的 に 進 め る か ： 複 合 的 対 策 観 点  

我 が 国 に お い て は 急 流 河 川 が 多 い こ と に 加 え 、 都 市

化 の 影 響 に よ り 河 川 へ の 流 出 速 度 も 速 い こ と か ら 、 相

対 的 に 渇 水 リ ス ク が 高 い 。 さ ら に 、 無 降 水 日 は 増 加 傾

向 に あ り 、 山 岳 に お け る 積 雪 量 が 減 少 す る な ど 、 渇 水

を 引 き 起 こ す 要 因 も 増 え て い る 。 一 方 、 洪 水 リ ス ク も

上 昇 し て お り 治 水 対 策 と の バ ラ ン ス を 勘 案 す る と 、

様 々 な 分 野 で 対 策 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 複 合 的 対

策 の 観 点 ① か ら 、 い か に 分 野 横 断 的 に 対 策 を 進 め る か

が 課 題 で あ る 。  

 

（ 2 ） い か に 渇 水 リ ス ク を 検 証 す る か ： 技 術 面 の 観 点  

気 候 変 動 に よ っ て 降 雨 強 度 や 、 頻 度 に 変 化 が 生 じ て

い る 。 渇 水 対 策 を 行 う に は 、 こ の 変 化 に 対 応 す る こ と

が 必 要 で あ る ② 。 近 年 、 将 来 予 測 降 雨 の 解 析 技 術 が 発

達 し て き て い る が 、 精 度 に つ い て は 未 知 数 な 部 分 が あ

る 。 正 常 時 か ら 対 策 を 講 じ る 時 に 住 民 に リ ス ク を 認 知

し て も ら う こ と が 必 要 で あ り 、 そ の た め に は 高 精 度 な

解 析 技 術 が 必 要 不 可 欠 で あ る ③ 。 よ っ て 、 技 術 面 の 観

点 か ら 、 い か に 渇 水 リ ス ク を 検 証 す る ④ か が 課 題 で あ

る 。  

 

① 課題が「分野横断的」であるなら、観点は「体制面の観点」ですね。 
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（ 3 ） い か に 地 域 と 合 意 形 成 を 図 る か ： 環 境 の 観 点  

気 候 変 動 の 影 響 で 、 降 水 量 や 蒸 発 散 量 が こ れ ま で と

変 化 し て い る 。 ま た 、 地 域 ご と に も バ ラ つ き が あ る こ

と か ら 、 渇 水 リ ス ク の 予 測 が よ り 困 難 に な っ て い る 。

そ の た め 、 一 定 の 効 果 を 発 現 で き る ハ ー ド 対 策 の 重 要

性 が 高 ま っ て い る ⑤ 。 一 方 で 、 対 象 地 域 が 景 勝 地 や 貴

重 生 物 の 生 息 地 の 場 合 、 整 備 に よ る 影 響 を 地 域 住 民 に

理 解 し て も ら う 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 環 境 の 観 点 か ら 、

い か に 地 域 と 合 意 形 成 を 図 る か が 課 題 で あ る ⑥ 。  

② 問題文には「気候変動による渇水への対応策を講じるにあたって」とあります。この記述の内容

は、問題の前提条件ですので記述の必要性に疑義があります。 

③ まず、「最初の正常時から対策を講じる時に」という表現が分かりづらいです。タイミングを表

しているのですが、正常時なのか対策を講じる時なのか判然としません。また、渇水リスクの検

証を課題としているのに、予測の必要性を住民認知としていることにも違和感があります。 

④ 前段の背景では「解析精度の向上」に関する記述はありますが、「渇水リスクの検証」について

何も書かれておらず唐突感があります。同様に、渇水リスクの検証とはどのような行動なのか不

明確であるため、課題設定としてふさわしいのか判断できません。 
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２ . 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

安 全 と 公 益 を 確 保 す る た め ⑦ 、 「 い か に 分 野 横 断 的

に 対 策 を 進 め る か 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 以 下

に 解 決 策 を 示 す 。  

 

（ 1 ） 雨 水 貯 留 施 設 の 整 備  

調 整 地 お よ び 建 物 敷 地 内 の 雨 水 貯 留 施 設 の 整 備 を 行

い 、 貯 留 水 を 活 用 す る 。 具 体 的 に は 、 住 民 が 各 家 庭 や

公 共 施 設 で 使 用 す る 生 活 用 水 を 賄 う ⑧ 。 渇 水 対 策 の み

⑤ 課題は、地域との合意形成となっていますが、この内容は合意形成との関連性が希薄です。無く

ても良い情報です。仮に書くにしても、もっと端的に述べないと主張がぼやけます。 

⑥ 整備に対する住民の理解は、渇水対策に限らず共通した留意点です。さらに、景勝地や生物の生

息地といった条件が満たされた場合のみの問題点になっています。間違いではないのですが、も

っと渇水対策を焦点化する内容が望まれます。 

例えば、地域住民の関係性で言えば、「渇水対策は水利用の調整、水のリサイクル、節水な

ど地域の協力が不可欠」といった論調が考えられます。この場合の課題は、「体制面

の観点から、いかに地域住民との協力関係を構築するかが課題」といった具合になり

ます。  

一方、環境に配慮した整備を主張するのであれば、地域環境を保全することや生物多

様性の必要性をもっとしかりと述べる必要があります。この場合の課題は、「環境面

の観点から、いかに地域特性に配慮して整備を進めるかが課題」といった具合になり

ます。 

⑦ 他の課題にも合致する理由になっています。例えば、「災害対策にも寄与し安全性を高める効果

があることから」といった具合に当該課題のみが該当するように少し絞り込むと良いでしょう。 
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な ら ず 、 豪 雨 時 の 治 水 施 設 と し て も 活 用 で き る た め 、

渇 水 面 お よ び 治 水 面 の 両 面 で 活 用 で き る ⑨ 。  

 

（ 2 ） 砂 防 堰 堤 の 活 用  

砂 防 堰 堤 の 主 な 機 能 は 、 土 砂 流 出 の 抑 制 だ が 、 下 記

の よ う に 活 用 し て 限 り あ る 水 を 最 適 配 分 す る こ と で 、

渇 水 を 防 ぐ 。  

① 貯 留 水 の 活 用 ： 堰 堤 機 能 に 支 障 の 無 い 範 囲 ⑩ で 、 堰

堤 の 貯 留 水 を 一 時 的 に 農 業 用 水 や 水 道 用 水 等 で 利 用 す

る 。  

② 利 水 の 効 率 化 ： 砂 防 堰 堤 は 山 岳 地 に 位 置 し て い る こ

と が 多 く 標 高 が 高 い た め 、 越 流 水 の 位 置 エ ネ ル ギ ー を

活 用 し て 電 力 に 変 換 す る 。 こ の よ う な 利 水 の 効 率 化 に

よ り 、 渇 水 リ ス ク を 軽 減 す る ⑪ 。  

⑧ 冒頭にこの理由を持ってくると、雨水貯留が横断的な取り組みであることを理解しやすと思いま

す。→「調整地および建物敷地内の雨水貯留施設の整備を行い、渇水面および治水面の両面で貯

留水を活用する」 

⑨ 具体的とありますが、具体性に欠けます。例えば、「家庭では、雨どいに雨水貯留タンクを設置

し、庭への散水などへ利用し、公共施設では地下ピット等の貯留水をトイレ洗浄水、消火用水、

洗車用水など中水として利用できるよう設備更新を行い、渇水期の節水効果を高める。一方、こ

れらの降雨時は雨水調節機能を発揮させ、洪水被害の発生を抑制する。」と言った具合に詳細を

述べましょう。ここは、技術力を示す場面なので、もっと良い例をご提案いただければと思いま

す。 
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（ 3 ） デ ジ タ ル 技 術 の 活 用  

下 記 の よ う に 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 、 渇 水 を 防 ぐ 。  

① 気 象 予 測 技 術 に よ る ダ ム 運 用 の 高 度 化  

高 精 度 ・ 高 頻 度 ・ 高 解 像 度 の 気 象 予 測 が 可 能 な

「 J W A 統 合 気 象 予 測 」 を 用 い る ⑫ 。 更 に 、 ダ ム の 嵩 上

げ 、 放 流 管 の 増 設 お よ び 指 定 流 量 の 放 流 が 可 能 な ゲ ー

ト 機 能 強 化 ⑬ な ど の ダ ム 再 生 を 行 い 、 洪 水 調 節 機 能 を

強 化 す る 。 こ の 気 象 予 測 技 術 と ダ ム 再 生 の 組 み 合 わ せ

で 、 ダ ム を 弾 力 的 に 運 用 す る 。 具 体 的 に は 、 上 述 の 気

象 予 測 技 術 に よ る 予 測 雨 量 を も と に 流 域 内 の 各 ダ ム の

貯 水 量 を 把 握 し 、 渇 水 対 策 に 必 要 な 貯 水 量 を 確 保 す る 。

流 域 内 の ダ ム は １ つ の ダ ム 群 と し て 上 下 流 で 水 を 融 通

し 合 う な ど 、 流 域 全 体 で 最 適 に 管 理 す る 。 ま た 、 こ の

考 え 方 は 、 治 水 面 で も 活 用 で き る ⑭ 。  

 

⑩ 技術力を示すために「堰堤機能の支障のない範囲」、つまり運用方法も書いた方が良いでしょう

（次のダムと同じ）。また、この運用を実現するために必要な整備があれば追記すべきと考えま

す。スペース的に難しいのであれば、重要なものを吟味し対策を削減しましょう（量より質を重

視しましょう）。 

⑪ 発電事業を行うことは堰堤の有効利用であることは理解できますが、なぜ渇水対策なのか理解で

きません。渇水効果を発現する仕組みを説明する必要があります。 

⑫ 何に用いるのか、どのように用いるのかといった内容を記述しましょう。 

⑬ ゲート機能の強化はその目的が記載されていますが、ダムかさ上げ、放流管の増設には目的がな

いので補記すると良いでしょう。 
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② 農 業 用 水 の 水 管 理  

 I C T を 活 用 し て 、 農 業 用 水 の 給 水 管 理 を 行 う 。 具 体

的 に は 、 ス マ ホ 等 で 圃 場 の 水 位 管 理 お よ び 給 水 栓 を 自

動 制 御 し 適 切 に 給 水 管 理 を 行 う 。 こ の よ う な 利 水 の 効

率 化 に よ り 、 渇 水 リ ス ク を 軽 減 す る ⑮ 。  

 

３ . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策 ： 以 下 へ 示 す 。  

懸 念 事 項 は 、 上 述 の 解 決 策 を 講 じ て 渇 水 リ ス ク が 低

減 す る こ と に よ っ て 、 住 民 1 人 1 人 の 節 水 意 識 が 低 下

し て し ま う こ と で あ る 。 対 応 策 は 、 ソ フ ト 対 策 も 充 実

さ せ る こ と で あ る ⑯ 。 具 体 的 に は 、 渇 水 対 応 の マ イ ・

タ イ ム ラ イ ン を 作 成 し 、 定 期 的 に 啓 発 活 動 を 続 け る ⑰

こ と で 日 頃 の 行 動 を 改 善 す る 習 慣 を 付 け る ⑱ 。    

以 上 。  

 

⑭ これも、⑧と同様に項目の冒頭で述べると良いでしょう。 

※ ダムは良く書けていますので、このレベル感で他の項目も記載すると良いと思います。 

⑮ この目的のための解決策ですから、特記する必要はありません。 

⑯ ソフト対策では、あまりに抽象的です（スペースがもったいない）。後述の具体策から書いて良

いでしょう。 

⑰ 啓発活動がどのような内容なのか分かりません。ここも具体化しましょう。 

⑱ 対象は住民なので、「習慣を促す」 


